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30.1.17

2

29/12.22

3

29.9.22

129/11:13.

（

5

30.2:13

請求者等検察官 証拠等関係カー 令和2年特（わ）第858号
（甲）

番号 請求
標 目 期関期関

【鉄道：作成年月日／生屋・3間時間等）」 係 係
立証趣旨 被

告（公訴事実の別） 日人 日

報（外為法等適用関連法令の変
選について）

見 結果
内 容

期関
係
被

日
告
人

取
内 容

序



6

（

7

1613

00D

8

30.4.10

111202:211

10

309.33

（

請求者等検察官

番号
標 目

立証趣旨
（公訴事実の別）
糖取及び資料入手結果報告君
（平均粒子径について）



11

90:2311

12

13

30.3.28

14

15

30.8.10

00

請求者等検察官 令和2年時（わ）第858号
証：拠等関係カ ド （甲） （No. 3 ）

（このカードは、公判期日、公判前整理手続期日又は期日間整理手終期日においてされた事項については、各期日の書と一杯となるものである。）

番号 意見 結果
標 目

請求
期関
係
彼立証趣旨

（公訴事実の別） 日 人

期関
係
被
告

日 人

取
内 容 係

被
告日人

備 考内容
蠣てつ箇所

員

〕

乾熱により、芽胞を形成しない菌を全て
死滅させ感業能力を失わせることができ
ること等

）

訂正製告毒



16

（

17

2.8.3

18

2.4.3

ると考えられること等

19

1113.23

20

30.8.3

請求者等検察官 令和2年特（わ）第858号
証拠等関係カ ド （甲） （No. 4 ）

（このカードは、公判期日、公判前整理手続日又は期日間理手統期日においてされた事項については、各期日の職替と一体となるものである。）

番号 意見 結果
標 目

【鉄者：生成年月日／生屋：各間時間等】

立．証趣旨
（公訴事実の別）

請求

期閔期関
係
被

係

日
告
人 日 人

内 容
麹関
係
被
告

日人

内 容
取
調 考

序 着てつ箇所

費

（笠間大介
18214.

本件度義乾燥器は要件イ～ハに該当する
と思われると判所したこと等

）

検



21

22

30.8.3

23 等について

30.8.10
122の回答

24

25

30.3.30

4000

請求者等検察官

番号
標 目

立証趣旨
（公訴事実の別）
捜査関係事項照会書に対する回
宮について

〕

1308.10.
年20の回答

（ ）

捜濕（鵞）



26

27

1.9.25

28

2.3.24

メール等でやりとりした状況等

29

30

11:32251..

請求者等検察官

番号
目

「生意：作成年月日／生屋・※間時）
立証趣旨

（公訴事実の別）



31

12003300

32

12033224.11

33

11113.25.

（

34換

していたこと等

（

35

請求者等検察官
証拠等関係力

番号
標 目

1【禁連者：生成年月日／生息：3間時間

立証趣旨
（公新事実の別）

讃求
期関
係
披

1告
目人

意 見
期関
係
被
告

日 人

内 容
期関
係
被

日 人
検

【熱屋



36

2.319

（

（

請求者等検察官

番号
標 目

［袋造者：生成年月日、生意：間間）

立証趣旨
（公訴事実の別）



（No. 1

1

2

312.19

00g

3

31229.

（

119.2111

00

請求者等検察官 令和2年特（わ）第858号証拠 等関係力 ド （Z.） ）
（このカードは、公判期日、公判前数理手続期日又は、日間数理手続においてされた事項については、各期日の調袋と一体となるものである。）

番号 請求 意見 結果
目 期関期関

【製造者！作成無月日／生屋※開時期等） 係
立証趣旨 被 係

告
被 内 容
皆（公訴事実の別） 日 人 日 人

期関
係

\彼
日
皆
人

備
内 容 調

序

〔（秋）大川原正明
2.3.11

身上経歴等 B

雑てつ簡所

員（本文が「私は」で書き出し
のもの）

〔（税）大川原正期

被告会社における決数・報告の流れ等
A

賢（本文が「私が」で書き出し
のもの）

〔（彼）大川原正明 〕

中国の合併会社（上海大川原乾燥設備有
限公司）の蓮営状況等

4
）

負

〔（被）大川原正明
-1/11.25まま！！

被告会社における相談の役割等

）

被 5

（（税）大川原正明人
複平成25年9月頃、福島，島田と噴霧乾燥
器の韓出規制について話し合ったこと等
数
用

A
B

A

A

（被告人
A大川原化工機（
B 大川原 IE 明

C 枏
D & 田



6

1:10.23.

東を要望したが、反映されなかったこと

11210.
経済産業省に、

123.12..

10

000

請求者等検察官

番号 請求
目 期｜関期関

【生活者：生成年月月／生昼：各問時間91 係
被

係
立証趣旨 被

告（公訴★実の別） 日人 日 人

（（秋）大川原 正明

解釈によっては少なくとも被告会社の定
型機等が規制対象に該当する可能性があ
ると思ったこと等

（ ）

7 員

（（税）大川原正明
-11.12.

島田を通じて経済産業省に規制案文の変

）

［ （税）大川原正明 〕

規制対象に該出するか否
か確認することなく、無許可で輸出して
いたこと等

）

〔 〕

弁解内容等

）

被 員
告

人
複身上経歴等

数
用

23.11

（

A 大川原化工機株
（被告人B大川原正明

A
B
C
D

A
Bc
D

A

A

C

D 島田

拠等関係力
意見
内 容 係

被
告

日 人

令和2年特（わ）第858号

結'果
内 容

取

序

備考

編てつ箇所



11

31.1.25

12

13

1.9.11

14

111:28

15

2123.

0D

請求者等検察官

番号
B

立証趣旨（公訴事実の別
員

被告会社における経歴等

（ ）

3121:251
経済産業省やシステックとの噴籍乾燥器
の輸出規制制定に向けたやり取りの状況

）

負

（被）相場靜夫
〔

平成25年9月頃、大川原，田と輸出規
制の対応について話し合いした状況等

員

〕

噴霧乾燥器の受注の流れ等

）

被
告

人

員

複製一5型の輸出は、経済産業省に輸出許可
申請を行うべき案件だったこと等
数
用

（ ）

A

BUD

A

A
B
CD

（被告人
A大川原化工機（
B大川原 正 明

C
D 島田

証拠等関係カ
請求
期閔期関
係 係
被 被

告
日ノ 日人

惹見
内 容

A
B

期関
係
被

日
告
人

令和2年特（わ）第858号

結果
内

取

序

考

編てつ箇所



16

2311

17

1.6.25

00g

18

91.1.29

（

19

20

請求者等検察官

番号
E

立証趣旨
（公訴事実の別）
曩

（（昼）島田題司

身上経歴等

証拠等関係力
請求

期関期関
係被 係

告
被
皆

日 人 日人

意 見

内 容
期関
係
被
告

令和2年特（わ）第858号

結果
内容

取

順
序

備考

ってつ箇所

）

D

員

（（食）島田瀬司

中国に合併会社を設立した経籍等
A

）

員

（員）島田 願司
［

平成24年1月2日に療器乾燥器の輸出題
制について、経済産業省等と打合せをし
たこと等

）

員

（質）品日願司

平成24年2月23日に度乾換器の輸出規
開について、経済産業省やシステックと
1合せをしたこと等

A

00

被
告

正報告者（平成31年2月15日付
け盛田題司供述調室）



21

3112.23
平成24年3月か64月にかけて行った経済

（

22

31.3.25
平成24年4月頃の被告会社の経営方針

23

31.3.6

とりをした状況等

（

24

13113.
平成25年当時の被告会社の経営方針、

25

複平成25年8月から9月にかけて、経済

となったこと等

（

請求者等検察官 令和2年特（わ）第858号
証拠等関係カ ド （Z） （No.・ 5

（このカードは、公判期日、公判前理手続期日又は期日間監理手続期日においてされた事項については、各期目の説と一体となるものである。）

番号 意見 結果
檬 目

請求
均関
係

立証趣旨
（公訴事実の別） 日 人

関
係被被
吉

日人

容
期関
係i
被

日
告人

内 容
取
翡
順
序

傭考

着てつ箇所

員

（（長）島田題司

産業省とのメールのやり取りの内容等

A
B

D

）

「
（員）島田順可

1手まままます

及び営業会議等

A

）

〔 】

平成24年12月、輸出規制に係る政省
令案に関して経済産業省とメールのやり

員

（貫）島田類司

同年7月システックから政省令改正案に
関するメールを受にした状況等

員

告
（（長）島田順司人 311-1
産業省に政省令改正案に対する要望，意

数見を提出したが認められず、広範な規制

用

A
B
C
D

A
B
C
D

（被告人
A大川原化工機株B大川原正明 C 衵嶋

D 島田



26

31.4.22

（

27

18:33

28

29

31 3⅓31.

30

1.6.28~

請求者等検察官

番号
標 E

-「鉄造者：作成年月日：生屋：期時間）

立証趣旨
（公訴事実の別）
訂正報告！（平成31年4月19日付
け島田版司供述調表）

「



31

1-10-24.

（

32

済産業省に確認するよう指示を受けたこ
とはないこと等

33

（

34

13:30181

35

3.3.10

請求者等検察官 令和2年特（わ）第858号
証拠等関係力 ド （Z） （No. 7 ）

（このカードは、公判期日、公判前理手統期日又は期日間理統期日においてされた事項については、各期日の調と一体となるものである。）

番号 意見 結果
標 日

請求
期関
係
被
期_関

立証趣旨
（公新等笑の別 日 人

被
告
人

内 容
期関
係
被
告

日人

取 考
内 容

顦
序 親てつ箇所

（（夏）品田司

本件輪出貨物（R1-5） を♥出した経緯等

）

員

（（負）高田豚司
1919.

祖鶴静夫から、輸出規制範囲について経

）

履歴事項全部鉦明‡



36

23213.

請求者等検察官 令和2年特（わ）第858号

番号
E

［鉄造者：生成年月月

立証趣旨
（公新事実の別）
戸 （戸附添付）

譛求
期関期関
係
被

係

告
被

日ノ 日人

証拠等関係カ
意見
内 容

期関
係
被
告

日人

結果
容 取

順
序

備考
絹てつ商所

〕

身上関係 D

）

（ ）

被
告

人【
複
数

（

（被告人A大川原化工機株B大川原 正 明
C
D 島田








































